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公共用水域水質測定の概要 

１ 測定機関 

○ 国土交通省 ・・最上川本川など、国が管理する区域での測定

○ 県・・・・・・・最上川の支川や２級河川など、主に県管理区域での測定

○ 山形市・・・・・山形市内での測定（水質汚濁防止法の政令市）

２ 測定水域 

○ 河川

・ 最上川や赤川など、本県を代表する河川

・ 市街地を流下する河川など、汚濁が比較的多いと思われる河川

・ 鉱山廃水が流入する河川など、有害物質が検出されるおそれのある河川

○ 湖沼

・ 水道水源になっているダム貯水池など

○ 海域

・ 沿岸域及び酒田港

３ 河川の測定地点 

・ 最上川、赤川の本川は、全体を把握できるよう、主要な支川の流入後など複数の地点

で測定

・ 最上川、赤川の支川や２級河川では、全体を把握する地点、または、最上川への影響

を把握できる地点として、最下流の地点（最上川への合流点など）で測定

・ そのほか、利水状況などを考慮して、一部の河川では上流の地点でも測定

４ 測定項目 

・ 水質測定計画に記載の物質の中から、各水域の利用目的等に応じて選定

・ 最上川本川などでは、実態を把握するため、ほぼ全ての項目を測定

・ 中小河川では、流域の実態に合わせて測定項目を選定

（市街地を流下する河川などではＢＯＤなどの生活環境項目、有害物質を

使用する工場等からの排水が流入する河川は当該有害物質を測定）
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令和７年度公共用水域水質測定計画の概要 

１ 測定地点 

水 域 名 河川数等 
測定地点数 

国土交通省 山形県 山形市 計 

河
川

最上川本川 1( 1) 

58(58)河川 

8(8) 2(2) －  10(10) 

最上川支川 38(38) 7(7) 30(30) 9(9)  46(46) 

赤川本川 1( 1) 3(3) － －   3( 3) 

赤川支川 4( 4) － 4(4) －   4( 4) 

その他河川 14(14) － 14(14) －  14(14) 

湖  沼 9( 9)湖沼 4(4) 4(4) 1(1)   9( 9) 

海
域 

酒田港 1( 1) 
2( 2)海域 

－ 10(10) －   10(10) 

日本海沿岸 1( 1) － 2(2) －   2( 2) 

合  計 69（69） 22(22) 66(66) 10(10)  98(98) 

（ ）内は、令和６年度測定計画の数 

２ 前年度からの変更点 

目的、測定地点、測定項目、測定頻度及び測定機関に変更なし。 

測定方法について、日本産業規格Ｋ0102の分冊化等と整合を取る。 

  測定結果の報告について、文言を整理する。 
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前年度からの変更点 詳細

● 測定方法について、日本産業規格Ｋ0102 の分冊化等と整合を取る。

 【33～34 ページ】表－７ 測定方法及び報告下限値 ＜方法欄＞ 

令和６年度 令和７年度 

気温 

日本産業規格Ｋ0102（以下

「規格」という。）7.1 に

よる。 

日本産業規格Ｋ0102-1（以下

「規格①」という。）６.２に

よる。 

水温 規格７.２による。 規格①６.３による。 

外観 規格８による。 規格①７による。 

臭気 規格 10.1 による。 規格①11.２による。 

透視度 規格９による。 規格①８による。 

ｐＨ 

規格 12.１による。 

(数値は小数第２位を四捨

五入にすること) 

規格①12 による。 

(数値は小数第２位を四捨五入

にすること) 

ＤＯ 規格 32 による。 規格①21 による。 

ＢＯＤ 規格 21 による。 規格①18 による。 

ＣＯＤ 規格 17 による。 規格①17.２による。 

フェノール類 規格 28.1 による。 
日本産業規格Ｋ0102-4 ５.２に

よる。 

銅 
規格 52.2、52.3、52.4 又

は 52.5 による。 

日本産業規格Ｋ0102-3（以下

「規格③」という。） 

11.３、11.４、11.５又は 11.

６による。 

鉄(溶解性) 
規格 57.2、57.3 又は 57.4

による。 

規格③16.３、16.４、16.５又

は 16.６による。 

マンガン(溶解性)
規格 56.2、56.3、56.4 又

は 56.5 による。 
規格③15 による。 

クロム 規格 65.１による。 規格③24.２による。 

● 測定結果の報告について、文言を整理する。

 【２ページ】７ 測定結果の報告 

令和６年度 令和７年度 

(1)測定結果の報告

毎月の測定結果について、国土交通省は山

形県（環境科学研究センター）に電子デー

タで、山形市は環境省の「水質関連システ

ム」により山形県に、原則として翌月の末

日までに報告するものとする。 

(1)測定結果の報告

毎月の測定結果について、国土交通省及び

山形市は山形県（環境科学研究センター）

に電子データで、原則として翌月の末日ま

でに報告するものとする。 
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